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青・黄銅バルブ

 黄銅製品の使用上のご注意

青・黄銅バルブの呼び圧力と最高許容圧力について

一般に材料の強度は、温度上昇に伴って低下します。JIS B 826
5／8266（圧力容器の構造）で規定する許容引張応力は、青銅
鋳物CAC 406（BC6）ではー196℃から100℃まで一定で、
100℃を超えると低下しはじめ、225℃では100℃までの88％
になります。同様に鍛造用黄銅（C3771）もー196℃から100
℃まで一定で、100℃を超えると低下しはじめ、200℃では100
℃までのおよそ半分になります。これを基に圧力と温度との相関
関係を段階的に表したものを「バルブの圧力ー温度基準」と言い
ます。一方、JIS青銅弁規格では、使用流体の種類（水、油、ガ
ス、空気および飽和蒸気）や流れの状態（静流水と脈動水）と特
定温度における最高許容圧力を「流体の状態と最高許容圧力との
関係」で表しています。バルブを経済的に、かつ安全に使用する
ためには、それぞれの使用温度において、使用できる圧力を理解
する必要があります。（詳細は、弊社技術資料No.805をご参照
ください。）バルブのボデーなどに、「10K」「125」「400 
WOG」などの表示がしてあります。これを「バルブの呼び圧力」
と言います。この呼び圧力は、圧力の区分を示すものですから、
同じ呼び圧力であっても、バルブシリーズが異なると許容圧力も
異なるものもあります。

この価格表に記載してある、青・黄銅バルブの呼び圧力は、原則
としてつぎの考え方に基づいています。
（1）5K・10K（“K”は圧力単位を記号化した表示です。）JIS規格
　　品は、120℃以下の油、ガス、空気および脈動水での最高許
　　容圧力が0.5MPa若しくは1.0MPaであることを示します。
　　120℃以下の静流水では0.7MPa若しくは1.4MPaです。
      JIS規格品以外の製品でも、JISの考えに準じていますが、中には
      温度や流体に制限があるものもあります。
（2）クラス表示（100・125・150・200）
　　許容できる飽和蒸気圧や特定温度における最高許容圧力など
　　を“ポンド”で示して無記号化したもので、当社製品ではM
　　SS規格（米国バルブおよび管継手製造者標準協会）などを
　　基本に決めています。
（3）WOG表示（125・400・600など）
　　常温の水、油およびガスでの最高許容圧力を“ポンド”で示
　　して無記号化したもので、当社製品ではボールバルブなどが
　　該当します。

東洋青銅バルブは耐脱亜鉛対策バルブです。

■脱亜鉛腐食について
バルブに関して、脱亜鉛腐食が“トラブル”として表面化したの
は昭和40年代に入ってからで、この頃から耐食性に富んだ各種の
管材の普及や水質の劣化が、黄銅の耐えうる限界を越えてしまっ
たといえましょう。以来、加速する『水質の劣化』と『脱亜鉛腐
食に耐える黄銅材料の開発』との限りない戦いが続いています。
こうした背景を受けて、1984年に改訂されたJIS規格（B2011
青銅弁）では、耐脱亜鉛対策を必要とする場合の弁棒の材料はC

当社黄銅製品群にはRH-N（ゲートバルブ）及び600 RB-N・600

RC-N・RZ-N等の各種ボールバルブがあります。

黄銅材料（鍛造品）は青銅鋳物に比較し、強度及び気密性に優れてい

ますが、使用される環境によっては黄銅材料の弱点である腐食現

象（応力腐食割れまたは脱亜鉛腐食）が発生する恐れがあります。

特に応力腐食割れ現象は次の様な環境条件が同時に作用する場合

に発生する危険性がありますので青銅バルブの使用をお奨めいた

します。

（1）黄銅製品に大きな残留引張応力が作用している時。

（2）特定の腐食環境の存在、特にアンモニアとこれらの誘導体。

また、グラスウールに代表される保温・保冷材の中にも微量のア

ンモニアを含む材料もあり、それが原因で応力腐食割れが発生し

た事例も報告されておりますのでご注意ください。

AC406C（BC6C）（連続鋳造品）または耐脱亜鉛対策用黄銅材
料を、弁体の材料はCAC406（BC6）、CAC406C（BC6C）
または耐脱亜鉛対策用黄銅材とすること　　　と新たに脱亜鉛腐
食に係わる条項が規定されました。
東洋青銅バルブは、JIS規格外の青銅バルブにも、このJIS条項を
取入れ、耐脱亜鉛対策用黄銅材料DRアロイ（当社呼称）を採用
しています。

脱亜鉛腐食によって脆化し
破壊した黄銅製ステム。
（C3771BE、BD）

図はISO 6509によるDRアロイの脱亜鉛腐食試験のデータをしめします。

ISO 6509による脱亜鉛腐食試験結果

最大脱亜鉛深さ（mm）

DRアロイ

鋳造用黄銅棒
C 3771 BD

【備　考】ISO 6509では許容限度を定めていない。このため、同法に許容限度を
　　　　　追加した各国規準が制定された。BS 2872（英）では max. 0.2mm、
　　　　　SMS 3226（スエーデン）では、max. 0.4mm、平均0.2mを限度と
　　　　　している。
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